
平成 30 年度 第6号補正予算　主要な事業の説明書

(一般会計）

平成31年 第1回 嬉野市議会定例会提出





【様式１】 事業計画書兼主要な事業の説明書

款 項 目

継続 ○

１．事業の目的・効果

２．事業内容

３．全体計画 事業期間 平成 27 年度 ～ 平成 30 年度 ４．本年度の事業費内訳
補助 単独
622 11,610

△4 1,289
補助率

1/2

５．その他参考となる事項

当初予算事業費
3月補正額
（補正財源内訳） 県支出金

一般財源

補正後事業費

618 12,899

13,517千円

計

12,232千円
1,285千円
△ 4千円

1,289千円

その他
ふるさと応援寄附金

一般財源 10,212 10,863 11,610 12,899

事業費(単位:千円) 10,831 11,486 12,232 13,517

財
源
内
訳

国庫支出金
県支出金 619 623 622 618

市債

　バス路線の廃止が行われた場合、廃止路線代替バスを運行する貸切バス事業者及び乗合タクシー事業者に対し、補助金を交付することとし、自家用車など他の交通手段を持
たない高齢者や児童・生徒など、地域住民の生活に必要な公共交通機能であるバス路線を維持することにより、住民福祉の向上と地域の活性化を図る。

　市内バス路線の維持のため運行事業者であるバス事業者及び乗合タクシー事業者の運行経費に補助を行う。

事業費(千円) 48,066 予算額(単位：千円)

実施年度 27年度 28年度 29年度 30年度 内　　　　　　　　　　　　　　　　容

事業内容

運行経費補助（上
久間線、下吉田
線、三間坂線、牛
の岳線）

運行経費補助（上
久間線、下吉田
線、三間坂線、牛
の岳線）

運行経費補助（上
久間線、下吉田
線、三間坂線、牛
の岳線）

運行経費補助（上
久間線、下吉田
線、三間坂線、牛
の岳線）

負担金、補助及び交付金 （補助金）上久間線1,855千円、下吉田線2,962千円、

　三間坂線1,978千円、牛の岳線6,722千円

【今回追加補正】　　1,285,000円

平成30年度 3月 補正予算

予算体系 2 総務費 1 総務管理費 6 企画費 事業名 廃止路線代替バス運行費

総合計画による位置づけ 基本方針 　自然と調和、快適住生活のまちづくり 政策分野 ⑦道路・交通

実施主体 市 所属部 総務企画部 所属課 企画政策課 予算書ページ 38 新規
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【様式１】 事業計画書兼主要な事業の説明書

款 項 目

継続 ○

１．事業の目的・効果

２．事業内容

３．全体計画 事業期間 平成 27 年度 ～ 平成 30 年度 ４．本年度の事業費内訳
補助 単独

16,785

6,560
補助率

５．その他参考となる事項

当初予算事業費
3月補正額
（補正財源内訳） 一般財源

補正後事業費

23,345

23,345千円

計

16,785千円
6,560千円
6,560千円

平成30年度 3月 補正予算

予算体系 2 総務費 1 総務管理費 6 企画費 事業名 生活交通路線維持費

総合計画による位置づけ 基本方針 　自然と調和、快適住生活のまちづくり 政策分野 ⑦道路・交通

実施主体 市 所属部 総務企画部 所属課 企画政策課 予算書ページ 38 新規

　市内における公共交通機関としてのバス路線の運行を維持するため、生活交通路線の運行を行う乗合バス事業者に対し、補助金を交付することとし、自家用車など他の交通
手段を持たない高齢者や児童・生徒など、地域住民の生活に必要であるバス路線を維持することにより、住民福祉の向上と地域の活性化を図る。

　市内生活交通バス路線の維持のため運行事業者であるバス事業者の運行経費に補助を行う。

事業費(千円) 69,042 予算額(単位：千円)

実施年度 27年度 28年度 29年度 30年度 内　　　　　　　　　　　　　　　　容

事業内容
負担金、補助及び交付金 （補助金）　(祐徳)嬉野線10,930千円、吉田線7,300千円、

　祐徳線3,305千円、(JR)嬉野線1,810千円

【今回追加補正】　 6,560,000円

事業費(単位:千円) 12,492 16,420 16,785 23,345

財
源
内
訳

国庫支出金
県支出金
市債
ふるさと応援寄附金

その他
一般財源 12,492 16,420 16,785 23,345
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【様式１】 事業計画書兼主要な事業の説明書

款 項 目

継続 ○

１．事業の目的・効果

２．事業内容

３．全体計画 事業期間 平成 27 年度 ～ 平成 30 年度 ４．本年度の事業費内訳
補助 単独

209
68,787
4,293

補助率
50%
25%

５．その他参考となる事項
○補助概要等については、当初予算と同様

現予算事業費
3月補正額
(補正財源内訳) 国庫支出金

県支出金
一般財源

補正後事業費

73,080 209

68,996千円
4,293千円
2,147千円
1,074千円
1,072千円

73,289千円

平成30年度 3月 補正予算

予算体系 3 民生費 1 社会福祉費 2 障がい者福祉費 事業名 障がい児施設措置費

総合計画による位置づけ 基本方針 　ともに支え笑顔あふれるまちづくり 政策分野 ③障がい者

実施主体 市 所属部 市民福祉部 所属課 福祉課 予算書ページ 45 新規

　障がい児に対し日常生活における基本的な動作の指導、知識技能の付与及び集団生活への適応を行う。

　就学前の障がい児（児童発達支援）、就学の障がい児（放課後等デイサービス）に日常生活等の適応指導を行う。
　保育所等に訪問し、障がい児に集団への適応指導等を行う。

事業費(千円) 202,461 予算額(単位：千円)

実施年度 27年度 28年度 29年度 30年度 内　　　　　　　　　　　　　　　　容

事業内容

・児童発達支援
・放課後等デイサービス
・保育所等訪問支援

・児童発達支援
・放課後等デイサービス
・保育所等訪問支援

・児童発達支援
・放課後等デイサービス
・保育所等訪問支援

・児童発達支援
・居宅訪問型児童発達支援
・放課後等デイサービス
・保育所等訪問支援

役務費 （手数料）

扶助費 当初見込額

【今回追加補正】

事業費(単位:千円) 27,769 39,542 61,861 73,289

財
源
内
訳

国庫支出金 14,642 20,645 30,778 36,540

県支出金 7,321 10,322 15,389 18,270

市債
ふるさと応援寄附金

その他
一般財源 5,806 8,575 15,694 18,479

計
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【様式１】 事業計画書兼主要な事業の説明書

款 項 目

継続 ○

１．事業の目的・効果

２．事業内容

３．全体計画 事業期間 平成 27 年度 ～ 平成 30 年度 ４．本年度の事業費内訳
補助 単独

8,098

補助率 608
100%

５．その他参考となる事項
(補正事業)老人短期入所施設のブロック塀改修・・・・医療法人優健会樋口医院（予定）

現予算事業費
3月補正額
(補正財源内訳) 国庫支出金

一般財源

補正後事業費

8,706

8,098千円
608千円
405千円

　介護施設や高齢者の既存の施設等での防火設備の整備や、ブロック塀等の倒壊事故を防ぐ目的で行うブロック塀の改修等について、予算の範囲において補助金を交付す
る。

事業費(千円) 15,078 予算額(単位：千円)

実施年度 27年度 28年度 29年度 30年度 内　　　　　　　　　　　　　　　　容

平成30年度 3月 補正予算

予算体系 3 民生費

203千円

8,706千円

203

計

その他
ふるさと応援寄附金

財
源
内
訳

国庫支出金 2,490 3,882 8,503

市債
県支出金

一般財源

(補助金)

スプリンクラー設備2件、自動火災通報装置連動設備１件

【今回追加補正】

事業費(単位:千円) 2,490 3,882 8,706

事業内容
地域介護・福祉
空間整備等施
設整備事業

地域介護・福祉
空間整備等施
設整備事業

地域介護・福祉
空間整備等施
設整備事業

負担金,補助及び交付金

高齢者施設等ブロック塀改修1件　608,000円

1 社会福祉費

予算書ページ 46 新規

3 老人福祉費 事業名 地域介護・福祉空間整備等施設整備事業

総合計画による位置づけ 基本方針 　ともに支え笑顔あふれるまちづくり 政策分野 ②高齢者

　介護施設や高齢者の既存施設のスプリンクラー等設置を支援することにより、防災機能を向上させるとともに、倒壊の危険性のあるブロック塀等の改修を促進させることで高齢
者が安全かつ安心して施設を利用できる環境を整える。

実施主体 国 所属部 市民福祉部 所属課 福祉課
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【様式１】 事業計画書兼主要な事業の説明書

款 項 目

継続 ○

１．事業の目的・効果

２．事業内容

３．全体計画 事業期間 平成 23 年度 ～ 平成 年度 ４．本年度の事業費内訳
補助 単独
12,760 1,000

45,000 1,000
補助率
52.50%

95%・100%

５．その他参考となる事項

当初予算事業費
6月補正額
3月補正額
(補正財源内訳) 国庫支出金

起債 ※起債：　公共事業等債
一般財源

補正後事業費

57,760 2,000

舗装補修整備工事

【今回追加補正】

市道万才堤ノ上線道路防災工事

工事請負費

21,300千円
1,075千円

59,760千円

13,760千円
0千円

46,000千円

計

一般財源 12,809 5,269 7,011 2,436

23,625千円

その他
ふるさと応援寄附金

財
源
内
訳

国庫支出金 95,412 7,800 12,993 30,324

市債 59,000 4,800 27,000
県支出金

事業費(単位:千円) 167,221 13,069 24,804 59,760

事業内容

市道調査・改良 市道調査・改良 市道調査・改良 市道調査・改良

実施年度 27年度 28年度 29年度 30年度 内　　　　　　　　　　　　　　　　容

　道路防災事業により通行車両及び歩行者の安全確保を図ることを目的とする。

　市道の防災工事や測量設計及び道路防災調査等を行う。国の補正予算（防災・減災、国土強靱化のための３か年緊急対策）に伴い万才堤ノ上線道路防災工事を行う。

事業費(千円) 375,120 予算額(単位：千円)

総合計画による位置づけ 基本方針 　自然と調和、快適住生活のまちづくり 政策分野 ⑦道路・交通

実施主体 市 所属部 産業建設部 所属課 建設・新幹線課 予算書ページ 58 新規

予算体系 8 土木費 2 道路橋りょう費 2 道路橋りょう新設改良費 事業名 社会資本整備総合交付金事業（市道調査・改良）

平成30年度 3月 補正予算
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